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オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
は
９
月

11
日
、
都
内
で
中
堅
・
若
手

層
の
社
員
を
対
象
に
し
た
研

修
会
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ

ｔ　

Ｓ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ 

ｖ

ｏ
ｌ
・

Ⅴ
」
を
開
い
た
。
全

国
の
事
務
所
、
営
業
所
か
ら

31
人
が
参
加
。
将
来
の
水
コ

ン
サ
ル
ト
業
界
を
担
う
世
代

を
対
象
に
、
主
体
的
な
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
促
進
す
る

こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い

る
。　

　

研
修
会
の
対
象
は
、
入
社

２
年
目
～
30
代
前
半
ま
で
の

技
術
系
社
員
と
し
た
。
上
下

水
道
を
基
軸
と
し
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
同

社
で
は
、
全
社
員
の
４
分
の

３
を
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
占
め
て
い
る
。
７
月
に

は
、
社
内
の
管
理
・
監
督
者

を
対
象
に
し
た
同
様
の
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
。
10
月
に
行
う

社
員
面
談
は
、
自
己
申
告

書
と
あ
わ
せ
て
提
出
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
」
を
基
に
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
、
キ
ャ
リ
ア
シ
ー
ト
の
内

容
が
充
実
し
、
面
談
に
お
い

て
も
上
司
と
部
下
の
間
で
の

意
思
疎
通
や
相
互
理
解
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

研
修
会
は
、
外
部
講
師
を

招
き
、
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た

講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の

体
験
学
習
を
交
え
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
。

　

前
半
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
意
義
と
必
要
性
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
阻
む
「
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
と

そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
と
は
、
心
理
学
の
概

念
で
あ
る
「
認
知
バ
イ
ア

ス
」
の
一
つ
で
、
無
意
識
の

偏
見
や
思
い
込
み
か
ら
偏
っ

た
物
の
見
方
を
し
て
し
ま
う

傾
向
を
い
う
。
無
意
識
で
あ

る
た
め
自
覚
す
る
こ
と
が
難

し
く
、〝
気
付
き
〟
を
得
る

た
め
に
は
、
社
員
同
士
の
対

話
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
取
り

入
れ
た
体
験
学
習
が
最
も
効

果
的
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

後
半
は
、「
キ
ャ
リ
ア
ア

ン
カ
ー
診
断
」
や
「
ラ
イ
フ

ロ
ー
ル
分
析
」
を
も
と
に
、

グ
ル
ー
プ
で
労
働
に
対
す
る

自
身
の
価
値
観
や
職
場
と
の

結
び
つ
き
を
検
討
し
、
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　

講
師
か
ら
は
、
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
際
の
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ

Ｌ
（
し
た
い
こ
と
）」「
Ｃ
Ａ

Ｎ
（
で
き
る
こ
と
）」「
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
（
す
べ
き
こ
と
）」
の

３
つ
の
視
点
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
３
つ
の
輪
が
重

な
り
合
う
と
こ
ろ
に
労
働
に

対
す
る
満
足
感
が
生
ま
れ
、

重
な
り
が
大
き
い
ほ
ど
満
足

感
が
高
く
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
自
律
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
、
人
が
生
き
る

目
的
に
直
結
す
る
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
最
も

重
要
だ
が
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
最

も
見
え
に
く
く
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て
獲

得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
判
断
材

料
を
増
や
す
た
め
、
若
い
う

ち
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
体

験
を
し
た
方
が
良
い
と
説
い

た
。

　

東
洋
計
器
は
こ
の
ほ
ど
、

国
内
で
初
め
て
と
な
る
計
測

部
と
通
信
部
を
完
全
一
体
化

し
た
超
音
波
式
水
道
メ
ー

タ
ー
「
Ａ
Ｘ
ｓ
（
ア
ッ
ク

ス
）」
を
開
発
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
10
月
か
ら

量
産
化
を
計
画
、
出
荷
予
定

数
は
初
年
度
３
０
０
０
台
、

以
降
、
年
間
数
万
台
を
見
込

み
、
将
来
は
数
10
万
台
に
増

産
す
る
予
定
。
同
社
に
新
設

さ
れ
た
第
５
工
場
に
量
産
化

ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

超
音
波
式
は
、
パ
イ
プ
内

の
流
速
に
よ
っ
て
超
音
波
の

伝
搬
時
間
が
変
化
す
る
こ
と

を
利
用
し
て
流
量
を
積
算
す

る
も
の
で
、
可
動
部
が
無
く

耐
久
性
に
優
れ
て
お
り
、
部

品
数
を
減
ら
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
メ
ー
タ
ー
と
し
て
い

る
。
通
信
部
分
は
Ｌ
Ｐ
業
界

な
ど
で
約
４
０
０
万
台
の
実

績
が
あ
る
同
社
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
と
同
一
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ　

Ｃ

ａ
ｔ
・

Ｍ
１
方
式
を
採
用
し

た
。
従
来
は
水
道
電
子
メ
ー

タ
ー
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
（
通
信

端
末
）
を
接
続
し
て
自
動
検

針
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、

計
測
部
と
通
信
部
を
完
全
に

一
体
化
す
る
こ
と
で
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
抑
え
、
通
信
線

と
の
施
工
作
業
も
不
要
と
し

て
い
る
。

　

「
Ａ
Ｘ
ｓ
」
は
１
台
あ
た

り
の
重
量
が
０
・
９
㌔
で
、

大
幅
な
軽
量
化
・
材
料
削
減

を
実
現
し
た
。
電
子
式
水
道

メ
ー
タ
ー
の
重
量
が
２
・
０

㌔
で
、
約
１
／
２
に
削
減
さ

れ
た
。
銅
合
金
の
使
用
量
も

約
１
／
３
に
削
減
。
こ
れ
に

よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
の
主
要

部
品
で
あ
る
銅
ケ
ー
ス
の
生

産
に
伴
っ
て
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２

を
、
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

同
メ
ー
タ
ー
の
開
発
に
よ

り
、
エ
リ
ア
全
体
の
自
動
検

針
を
面
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
離
島

や
山
間
部
な
ど
の
難
検
針
地

区
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
、
積

雪
地
域
、
ボ
ッ
ク
ス
の
蓋
を

開
け
る
の
が
難
し
い
場
所
な

ど
で
の
難
検
針
作
業
を
解
決

で
き
る
。
漏
水
の
早
期
発
見

が
可
能
。
メ
ー
タ
ー
ア
ラ
ー

ム
や
瞬
時
流
量
が
双
方
向
で

把
握
で
き
、
宅
内
・
空
き
家
・

災
害
時
の
配
管
破
裂
等
の
漏

水
有
無
を
早
期
に
確
認
で
き

る
。

　

随
時
検
針
が
可
能
。
水
使

用
量
を
い
つ
で
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
水
の
需
要
変

化
に
応
じ
た
浄
水
池
や
配
水

池
の
水
量
調
節
等
に
も
役
立

つ
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
需
要
家
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
料
金
明
細
を

表
示
し
た
り
、
毎
日
・
毎
時

の
使
用
量
を
グ
ラ
フ
で
表
示

し
た
り
、
決
済
す
る
こ
と
も

可
能
な
専
用
ソ
フ
ト
「
水

る
っ
く
（
ウ
ェ
ブ
明
細
）」

も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
業
務

の
抜
本
的
な
改
革
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、「
見
守
り
サ
ー

ビ
ス 

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
」は
、

水
道
の
利
用
状
況
で
安
否
確

認
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
水

道
の
使
い
始
め
、
一
定
時
間

連
続
使
用
、
一
定
時
間
不
使

用
な
ど
を
監
視
し
、
指
定
の

端
末
（
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｃ

メ
ー
ル
等
）
に
通
報
す
る
こ

と
が
可
能
。
高
齢
化
社
会
の

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
有
効
と
な

る
と
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
「
Ａ
Ｘ
ｓ
に

は
、
ア
ク
ア
事
業
『
Ａ
』
を

大
き
く
変
革
さ
せ
る
『
Ｘ
：

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
意
』、
小
さ
く
ス
マ
ー

ト
な
メ
ー
タ
ー
の
『
ｓ
』
と

の
意
味
を
込
め
た
。
水
道
事

業
の
抜
本
的
改
革
と
省
力
化

の
た
め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

ス
マ
ー
ト
化
が
各
地
で
進
み

つ
つ
あ
る
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
に
よ
り

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ス
マ
ー
ト

化
が
地
方
都
市
で
進
ん
で
い

る
。
Ａ
Ｘ
ｓ
は
こ
う
し
た
水

道
メ
ー
タ
ー
の
新
た
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
開
発
し

た
」
と
し
て
い
る
。

　

10
月
９
～
11
日
に
神
戸
市

で
開
催
さ
れ
る
日
本
水
道
協

会
全
国
会
議
「
水
道
研
究
発

表
会
」
で
発
表
す
る
と
と
も

に
、併
催
の「
神
戸
水
道
展
」

で
展
示
公
開
す
る
。

　
栗
本
鐵
工
所

10
月
１
日
付

【
組
織
変
更
】

　

▽
Ｐ
Ｐ
Ｐ
統
括
本
部
を
廃

止
し
技
術
統
括
本
部
を
設
置

▽
技
術
統
括
本
部
に
は
Ｐ
Ｐ

Ｐ
工
事
部
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進
部
、

管
路
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
を

設
け
る

【
人
事
異
動
】

　

▽
技
術
統
括
本
部
長
兼
管

路
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長
（
Ｐ

Ｐ
Ｐ
統
括
本
部
長
）
井
上
繁

則
▽
同
部
西
部
配
管
技
術
グ

ル
ー
プ
長
兼
東
部
配
管
技
術

グ
ル
ー
プ
長
（
管
路
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
部
西
部
配
管
技
術
グ

ル
ー
プ
長
）
菖
蒲
光
徳
▽
同

部
西
部
設
計
グ
ル
ー
プ
長
（
管

路
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
東
部

設
計
グ
ル
ー
プ
）
鶴
見
義
弘

　

▽
研
究
部
防
食
材
料
グ

ル
ー
プ
長
（
研
究
部
防
食
材

料
グ
ル
ー
プ
）
明
渡
健
吾
▽

北
海
道
支
店
長
兼
総
務
課
長

（
開
発
統
括
本
部
開
発
営
業

部
）
桐
井
成
人

　

ド
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
で

撮
影
し
た
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
施
設
・
設
備
の
映
像

情
報
を
基
に
安
全
性
・
生
産

性
向
上
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ

へ
加
工
し
て
提
供
す
る
Ｌ
ｉ

ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
（
リ
ベ

ラ
ウ
ェ
ア
）
は
９
月
13
日
、

韓
国
に
子
会
社
を
設
立
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
子
会
社

の
名
称
は
Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｗ

ａ
ｒ
ｅ
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
で
、
11

月
１
日
に
設
立
す
る
予
定
。

資
本
金
は
５
０
０
０
万
円
。

　

子
会
社
設
立
に
よ
り
、
日

本
国
内
の
成
功
事
例
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
、
狭
小
空
間

点
検
ド
ロ
ー
ン
「
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｓ

２
」
や
３
次
元
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
韓

国
市
場
に
お
い
て
屋
内
ド

ロ
ー
ン
市
場
の
形
成
や
Ｄ
Ｘ

市
場
へ
の
画
像
解
析
技
術
の

浸
透
を
進
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　

国
内
で
は
、
東
京
都
主
催

の
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
「
第
35

回
Ｕ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

ｗ
ｉ

ｔ
ｈ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
で
採

択
さ
れ
た
「
下
水
道
施
設
に

お
け
る
新
た
な
工
事
出
来
形

確
認
手
法
の
構
築
」
の
第
１

回
目
の
実
証
実
験
を
実
施
。

同
社
が
開
発
し
た
ド
ロ
ー
ン

「
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
２
」
と
移
動
式

Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
を
活
用
し
て
生

成
し
た
３
次
元
デ
ー
タ
を
、

出
来
形
確
認
へ
の
活
用
を
目

指
し
て
い
る
。
今
後
は
実
用

化
に
向
け
、
３
次
元
デ
ー
タ

生
成
に
お
け
る
品
質
の
安
定

化
や
、
生
成
ま
で
の
時
間
や

労
力
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

く
と
し
て
い
る
。

　

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、

「
水
処
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開

し
た
。「
水
処
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
解
決
で
き
る
こ

と
」
や
「
企
業
活
動
に
お
け

る
水
環
境
」
の
ほ
か
、「
製

品
情
報
」
で
は
汚
泥
脱
水
用

の
特
殊
繊
維
で
あ
る
「
フ

ロ
ー
デ
ハ
イ
®
脱
水
助
剤
」

や
、
表
面
積
の
大
き
い
繊
維

担
体
で
既
存
の
排
水
処
理
設

備
に
も
設
置
可
能
な
「
特
殊

繊
維
担
体
」
な
ど
を
紹
介
し

ら
な
る
機
能
拡
張
の
要
望

や
、
導
入
に
向
け
た
個
別
提

案
依
頼
の
獲
得
を
目
指
す
。

　

シ
ス
テ
ム
は
、
▽
水
管
橋

台
帳
▽
点
検
計
画
作
成
支
援

▽
点
検
結
果
に
よ
る
リ
ス
ク

評
価
▽
点
検
計
画
更
新
・
修

繕
計
画
作
成
支
援
▽
点
検
・

修
繕
の
進
捗
管
理
―
な
ど
、

施
設
管
理
者
が
行
う
水
管
橋

の
維
持
保
全
に
必
要
な
業
務

を
支
援
す
る
多
様
な
機
能
を

持
つ
。

　

シ
ス
テ
ム
の
特
長
を
み
る

と
、
水
管
橋
台
帳
で
は
、
水

管
橋
ご
と
の
施
設
諸
元
や
維

持
管
理
、
修
繕
履
歴
等
の
情

報
を
蓄
積
、
条
件
設
定
に
よ

る
検
索
な
ど
を
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
点
検
頻
度
や
年
間

投
資
額
な
ど
を
設
定
し
最
適

な
点
検
計
画
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
前
回
点
検
結
果
を

迅
速
か
つ
効
率
的
に
反
映
す

る
こ
と
で
点
検
サ
イ
ク
ル
の

見
直
し
、
前
倒
し
な
ど
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
点
検
結
果
を
定

量
的
に
診
断
・
評
価
し
、
水

管
橋
ご
と
の
現
在
の
健
全
度

を
数
値
化
で
き
る
ほ
か
、
点

検
計
画
更
新
・
修
繕
計
画
作

成
支
援
と
し
て
リ
ス
ク
評
価

の
結
果
か
ら
、
点
検
サ
イ
ク

ル
の
見
直
し
・
前
倒
し
提
案

と
修
繕
を
要
す
る
施
設
の
抽

出
・
修
繕
方
法
の
提
案
・
予

算
化
を
支
援
す
る
機
能
を
持

つ
。
さ
ら
に
、
点
検
と
修
繕

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
と
発

注
や
報
告
関
連
調
書
の
様
式

管
理
・
自
動
出
力
す
る
機
能

を
搭
載
し
た
。
各
水
道
事
業

体
が
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
し

た
こ
と
で
、
維
持
保
全
の
高

度
化
・
効
率
化
を
実
現
し
た

ほ
か
、
業
務
効
率
化
に
よ
る

職
員
の
負
担
軽
減
な
ど
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
開
発

は
、
近
年
発
生
し
た
水
管
橋

事
故
を
き
っ
か
け
に
、
水
道

関
係
法
令
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
異
常
が
生
じ
た
と
き
に

水
の
供
給
に
大
き
な
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
水
管

橋
等
の
点
検
等
に
つ
い
て
、

管
理
者
に
対
し
概
ね
５
年
に

１
回
以
上
の
点
検
を
実
施
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

共
同
研
究
で
は
、
長
岡
市

水
道
局
が
水
管
橋
に
関
す
る

情
報
・
各
種
帳
票
・
サ
ン
プ

ル
デ
ー
タ
の
提
供
、
シ
ス
テ

ム
化
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
構

築
支
援
、
シ
ス
テ
ム
試
験
運

用
を
行
い
、
同
社
は
シ
ス
テ

ム
化
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
構

築
や
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
シ

ス
テ
ム
用
デ
ー
タ
の
構
築
な

ど
を
行
っ
た
。

　

東
京
設
計
事
務
所
は
創
立

65
周
年
を
９
月
13
日
に
迎

え
、
記
念
式
典
を
東
日
本
が

千
葉
県
浦
安
市
の
ヒ
ル
ト
ン

東
京
ベ
イ
、
西
日
本
が
大
阪

市
の
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
で
開
催

し
た
。
式
典
は
全
役
職
員
を

対
象
に
両
会
場
を
ネ
ッ
ト
で

つ
な
い
で
行
っ
た
。

　

第
一
部
は
冒
頭
、亀
田
宏
・

会
長
が
65
年
を
振
り
返
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
印
象
的

な
出
来
事
を
紹
介
し
、「
本

日
の
記
念
式
典
を
皆
さ
ん
と

開
催
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
狩
谷
薫
・
社
長
が

「
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の

は
全
役
職
員
の
努
力
に
よ
る

も
の
。
品
質
向
上
の
手
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に

助
け
合
い
成
長
し
て
い
き
た

い
。
今
後
の
成
長
に
は
改
革

し
続
け
る
こ
と
が
必
要
」
と

述
べ
る
と
と
も

に
、「
世
界
中

の
皆
さ
ん
の
水

に
関
す
る
最
高

の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
り
ま
し
ょ

う
。
誠
実
を
旨

と
し
優
れ
た
技

術
者
を
育
て
良
い
作
品
を
残

す
と
い
う
精
神
を
守
り
発
展

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
東
西
の
65
期
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
表
彰
、
日
本
下

水
道
事
業
団
の
東
日
本
本
部

本
部
長
表
彰
と
西
日
本
本
部

本
部
長
表
彰
を
行
い
、
表
彰

者
が
壇
上
に
登
り
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
へ
の

感
謝
を
述
べ
た
。

　

第
二
部
は
イ
ベ
ン
ト
、
記

念
撮
影
な
ど
を
行
い
70
周
年

に
向
け
て
英
気
を
養
っ
た
。

　

中
央
設
計
技
術
研
究
所

（
西
原
秀
幸
社
長
）
は
、
長

岡
市
水
道
局
と
の
共
同
研
究

で
開
発
し
た
「
水
管
橋
点
検

修
繕
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
」
を
10
月
９
日
か
ら
開
催

さ
れ
る
「
神
戸
水
道
展
」
の

同
社
ブ
ー
ス
内
で
初
披
露
す

る
。

　

両
者
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
が
社
会
課
題
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
今
年
２
月
に
共

同
研
究
契
約
を
締
結
し
、
水

道
水
管
橋
の
維
持
保
全
の
高

度
化
・
効
率
化
を
目
指
し
、

施
設
管
理
者
の
要
求
と
水
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
知
見
を
融

合
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
水
道
展

で
は
、
来
場
者
に
シ
ス
テ
ム

を
直
接
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
水
道
事
業
体
か
ら
の
さ

　

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）は
さ
き
ご
ろ
、

都
内
で
「
Ｎ
ｅ
ｗ
―
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
座

長
＝
石
井
晴
夫
・
東
洋
大
学

名
誉
教
授
）
の
第
４
回
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
い
た
。

ス
マ
ー
ト
水
道
メ
ー
タ
ー
の

普
及
・
促
進
に
向
け
た
産
官

学
連
携
の
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
共
有
す
る
と

と
も
に
、
報
告
を
踏
ま
え
て

全
体
を
通
し
た
意
見
交
換
・

情
報
共
有
を
行
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、安
藤
茂
・

理
事
長
は
「
７
月
12
日
の
国

土
交
通
大
臣
記
者
会
見
に
お

い
て
、
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
等
の
カ
タ
ロ
グ
の
と
り

ま
と
め
を
行
う
と
の
発
言
が

あ
っ
た
」
と
国
の
動
向
を
紹

介
。
石
井
座
長
は
「
ス
マ
ー

ト
水
道
メ
ー
タ
ー
は
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
あ
り
様
を
大
き
く

変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
得

る
も
の
で
あ
り
、
事
業
体
か

ら
の
情
報
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ

て
い
る
。
汎
用
化
に
向
け
た

検
討
に
一
層
の
ご
協
力
を
」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ハ
ー

ド
面
を
中
心
と
す
る
「
チ
ー

ム
Ｈ
」、
ソ
フ
ト
面
を
担
当

す
る
「
チ
ー
ム
Ｓ
」
の
２
種

の
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
チ
ー
ム
Ｈ
は

装
置
班
・
通
信
班
、
チ
ー
ム

Ｓ
は
水
道
班
・
社
会
班
に
分

か
れ
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

チ
ー
ム
Ｈ
の
装
置
班
は
、

「
メ
ー
タ
ー
と
通
信
装
置
の

一
体
化
」
と
「
自
動
開
閉
栓

を
含
む
ボ
ッ
ク
ス
収
納
」
に

関
す
る
調
査
を
実
施
。
こ
の

う
ち
自
動
開
閉
栓
に
つ
い
て

は
今
年
度
、
有
用
性
を
確
認

す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
行

う
。
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
は
京

都
市
、
大
阪
市
、
留
萌
市
の

３
都
市
。
京
都
市
、
大
阪
市

で
は
捨
水
バ
ル
ブ
を
自
動
開

閉
す
る
こ
と
に
よ
る
残
塩
管

理
の
有
用
性
を
、
留
萌
市
で

は
積
雪
寒
冷
地
で
水
道
メ
ー

タ
ー
が
埋
没
し
て
し
ま
う
環

境
で
の
自
動
開
閉
栓
の
動
作

検
証
を
行
う
。

　

通
信
班
は
、
通
信
不
良
の

原
因
と
対
応
に
つ
い
て
事
例

を
収
集
し
、
整
理
す
る
と
と

も
に
事
前
・
事
後
対
応
の
事

例
を
充
実
さ
せ
、
通
信
不
良

時
の
原
因
特
定
フ
ロ
ー
の
作

成
を
目
指
す
。

　

チ
ー
ム
Ｓ
の
水
道
班
は
水

道
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用

と
し
て
、
検
針
と
料
金
の
シ

ス
テ
ム
の
最
適
化
検
討
や
、

異
常
水
量
・
水
使
用
実
態
の

把
握
に
よ
る
水
運
用
の
向
上

を
目
的
に
検
討
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
う
ち
水
使
用
実
態

に
つ
い
て
、
今
年
度
に
「
管

網
内
の
詳
細
な
流
量
把
握
に

よ
る
高
度
な
維
持
管
理
」

と
「
設
計
と
実
測
値
の
乖
離

の
把
握
に
よ
る
管
路
口
径
最

適
化
」
に
向
け
た
実
証
実
験

を
北
九
州
市
で
実
施
す
る
。

管
網
内
20
カ
所
に
設
置
し
た

ス
マ
ー
ト
水
道
メ
ー
タ
ー
の

デ
ー
タ
を
基
に
任
意
の
区
間

に
お
け
る
流
量
を
推
定
す
る

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
適
正
な

口
径
の
算
出
や
配
水
池
運
用

水
位
の
最
適
化
等
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
指
す
。

　

社
会
班
は
自
動
検
針
に
か

か
る
仕
様
書
の
骨
子
案
の
作

成
に
向
け
て
、
先
行
し
て
い

る
事
業
体
の
仕
様
書
を
収
集

し
、
機
能
面
や
調
達
方
法
な

ど
導
入
に
必
要
な
検
討
事
項

を
整
理
。
ま
た
、
水
道
を
含

む
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ー
タ

利
活
用
の
資
料
集
作
成
を
目

指
し
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
生
活

様
式
の
把
握
に
関
す
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
す
る
と

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
は
国
内
の
ス
マ
ー

ト
水
道
メ
ー
タ
ー
の
実
証
実

験
や
実
運
用
状
況
を
と
り
ま

と
め
た
マ
ッ
プ
を
共
有
し

た
。

システムによる水管橋管理の運用イメージ

水
管
橋
維
持
保
全
の
高
度
化
に
貢
献

点
検
修
繕
シ
ス
テ
ム
を
水
道
展
で
初
披
露

中

央

設

計

技
術
研
究
所

長
岡
市
水
道
局

と
の
共
同
開
発

水
処
理
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
Ｈ
Ｐ
公
開

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ド
ロ
ー
ン
や
画
像
解
析
の
市
場
形
成
へ

韓
国
に
子
会
社
を
設
立

リ
ベ
ラ

ウ
ェ
ア

東京設計事務所

誠実を旨とし発展

65周年の節目祝う

社員に労いの言葉
をかける狩谷社長

各
チ
ー
ム
で
実
証
実
験
が
始
動

Ｎ
ｅ
ｗ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
第
４
回
Ｐ
Ｊ
会
議
開
く

Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ

石井座長

計測部と通信部を完全一体化した「ＡＸｓ」

計
測
部
と
通
信
部

を
完
全
一
体
化
し

東洋計器 国内初の超音波式国内初の超音波式・・水道スマメ開発水道スマメ開発

菅伸彦社長（前列中央）と参加者による記念撮影

グループで意見交換

若手技術コンサルタント対象に研修会

オリジナル設計 キャリアデザインの促進へ

て
い
る
。今
後
は
、展
示
会
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
発

信
し
て
い
く
。

　荏原実業は、創業80周年を前に、新たにパー

パスを制定し、コーポレートブランドを刷新し

た。パーパスは『心地よい環境を、未来へつな

ぐ。』とし、ブランド名は『Ｅｂａｔｅｎｓ（エ

バテンス）』。

　同社では、「来年で創業80周年を迎えます。

この節目の年に向けて、環境や社会との関わり

における当社の事業の目的を見つめ直し、さら

なる成功を遂げるため、パーパスの制定とブラ

ンドの刷新を行うことにしました」という。

　新たに制定したパーパスについては、「当社

が一貫して提供してきた〝人々の健康〟〝快適

かつ安心安全な暮らし〟、そして〝自然との共

存〟を『心地よい環境』という一語に集約しま

した。また、『心地よい環境』を保ち、明日へ

と引き継いでいくことを示すため『未来へつな

ぐ』と表現しています」と説明する。

　また、ブランド名の『Ｅｂａｔｅｎｓ』につい

ては「荏原実業のトータル環境ソリューション

（ＥＢＡＲＡ ＪＩＴＳＵＧＹＯ Ｔｏｔａｌ Ｅｎｖｉｒｏ

ｎｍｅｎｔａｌ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ）を集約した」

としており、ブランドロゴについては「循環す

るＥ。Ｅは環境（Environment）の頭文字であり、

荏原実業の頭文字でもあります。ブランドロゴ

はＥの字が循環しながら繋がっていく様子を表

現しています。ブランドカラーは、未来への期

待感を想起させる明るいブルーとオレンジの２

色を設定しています」と解説する。

　今後については、「当社は刷新したコーポレー

トブランドを通じて、外部のステークホルダー

とのコミュニケーションを強化する取り組みを

進めてまいります。また、従業員が当社グルー

プの一員として一層の誇りと使命感を持って活

躍できるようにインナーブランディングにも力

を入れてまいります」と強調している。

80周年に向けてブランド刷新
荏原実業「Ｅｂａｔｅｎｓ」へ

２０２４年（令和６年）１０月３日付

水 道 産 業 新 聞




